
札幌市

第２次札幌市火葬場・墓地に関する運営計画
【概要版】

市営霊園及び旧設墓地の手続き

　市営霊園及び旧設墓地の使用にあたっては、札幌市墓地条例等により、様々な手続きが決め
られています。
　使用者が適切に手続きをすることで、無縁墓の抑制につながります。

～こんなときはお手続きが必要です～
□ 墓地使用者がお亡くなりになった場合
□ 墓地使用者を他の親族に変更する場合
□ 本籍や住所、氏名が変わった場合
□ お墓に納骨する場合

■相談・手続き窓口

●各種お手続きにはそれぞれ必要書類があることから、各種窓口へお問い合せ、もしくは下記ホームページを参照ください。
●旧設墓地に係る手続きは、札幌市保健福祉局ウェルネス推進部施設管理課にお越しください。

札幌市公式ホームページ_市営霊園・墓地手続き
https://www.city.sapporo.jp/kenko/wellness/bochi_kasou/boen/3_te_tetuduki.html

相談・手続き窓口 住　　所 閉所日
（冬期閉所期間） 開所時間

札幌市保健福祉局
ウェルネス推進部施設管理課
℡011-211-3525

平岸霊園管理事務所
℡011-831-6980

里塚霊園管理事務所
℡011-881-2110

手稲平和霊園管理事務所
℡011-663-2172

8時45分～
　17時15分

8時45分～
　17時15分

8時45分～
　17時15分

9時15分～
　16時00分

土・日・祝
12/29～1/3

土・日・祝
12/29～1/3

土・日・祝
（12/1～3/31）

土・日・祝
（11月頃～4月上旬頃）

〒060-0002
札幌市中央区北2条西1丁目1番地7
ORE札幌ビル 7階

〒062-0935
札幌市豊平区平岸5条15丁目

〒004-0809
札幌市清田区里塚468

〒063-0029
札幌市西区平和387

第２次札幌市火葬場・墓地に関する運営計画【概要版】
令和8年（2026年）３月発行

札幌市保健福祉局ウェルネス推進部施設管理課
〒060-0002 札幌市中央区北２条西１丁目１番地７ ORE 札幌ビル７階 

TEL:011-211-3518  FAX:011-211-3521
02-F08-25-2792

R7-2-1812



○ 第1次計画の取組の効果が出ており、より高い水準を目指して取組を継続
○ 現状を踏まえた課題に対応するための新たな取組が必要
⇒各取組を評価する指標を設定し、効果的かつ安定的な火葬場・墓地を実現

＜計画策定の目的・趣旨＞

【計画の対象期間】

【本計画の位置付け】

第１章　第２次運営計画の概要（本書P1～）

１ 計画の目的・趣旨

2 計画の位置付け、対象期間

札幌市火葬場・墓地のあり方基本構想

令和2年4月
(2020年4月)

令和4年4月
(2022年4月)

令和8年4月
(2026年4月)

運営計画

山口斎場の現PFI契約期間満了

令和17年4月
(2035年4月)

令和13年4月
(2031年4月)

第２次運営計画

第２次札幌市まちづくり
戦略ビジョン

ビジョン編

戦略編

中期実施計画
(アクションプラン)

札幌市火葬場・墓地の
あり方基本構想

第２次札幌市火葬場・
墓地に関する運営計画

・札幌市火葬場条例
・札幌市墓地条例
・札幌市墓地等の経営の
  許可等に関する条例
・その他方針

・さっぽろ連携
  中枢都市圏ビジョン

•少子高齢化、超高齢社会の進展に伴う多死社会の到来
•市民ニーズの変化
ex.直葬や家族葬など小規模な葬儀の増　将来的に維持管理不要な墓（合葬墓等）の希望の増

　本計画は、札幌市の最上位計画である「札幌市まちづくり戦略ビジョン」の方向性を踏まえた保健福祉
分野の個別計画の一つとして、関係条例や他分野の計画等とも整合を図りながら定めています。

　　基本構想は対象期間を令和２年度（2020年度）から令和16年度（2034年度）の15年間、第１次計画
は対象期間を令和４年度（2022年度）から令和７年度（2025年度）の４年間としています。
　本計画は、第1次計画に続く第２次計画として、令和８年（2026年）4月から令和13年（2031年）3月まで
の５年間を対象期間とします（図1-2）。

3 基本構想と運営計画について

（ア）里塚斎場の建替・改修手法
（イ）山口斎場の大規模改修手法
（ウ）火葬場の広域利用についての
　　協議
（エ）残骨灰等の無害化処理

（ア）市民ニーズに対応した墓地等
　　供給の推進
（イ）民間墓地・納骨堂に対する
　　指導等
（ウ）新たな市営合葬墓の設置等
（エ）市営霊園墓地供給（再公募）の
　　あり方
（オ）市営霊園及び旧設墓地の
　　無縁墓への対応
（カ）市営霊園の運営・改修・機能の
　　統廃合
（キ）旧設墓地の管理方法

（ア）葬送に対する
　　市民ニーズの把握
（イ）葬送に関する情報発信・提供
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３　墓地と納骨堂
　（１）墓地・納骨堂の供給状況と
　　  ニーズの変化
　（2）無縁化が疑われる墓の増加
　（3）市営霊園の経年化
　（4）旧設墓地の維持管理

１　葬送に対する市民の意識
　（１）葬送に対する意識
　（2）火葬場・墓地に関する問題と
　　  取組に対する理解

２　火葬場
　（１）火葬件数の増加
　（2）里塚斎場の構造上の問題と
　　  経年化
　（3）山口斎場の大規模改修に
　　  関する問題
　（4）火葬場の広域利用
　（5）残骨灰等の取扱い
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みんなが尊厳ある葬送を実現できるまち
～葬送に不安なく、安心して暮らし続けるために～

②多死社会においても安定運営
　可能な火葬場を実現します

③少子高齢社会に対応した
　持続可能な墓地を実現します

①葬送について考え行動する
　市民の意識を醸成します

㋓遺族に寄り添った視点による
　火葬場運営を継続します
㋔施設整備・運用改善の両面から
　最適な運営体制を構築します
㋕さっぽろ圏における効率的・
　安定的な火葬体制を検討します
㋖火葬場の使用に係る費用負担の
　あり方を見直します

㋗事業者との協働により市民の
　墓地ニーズに対応します
㋘市営霊園の無縁墓対策を
　進めます
㋙安全で利用しやすい市営霊園へ
　改善します
㋚市営霊園と旧設墓地の使用に
　係る費用負担のあり方を
　見直します

㋐葬送の準備をすることの意義や
　必要性を広めます
㋑火葬場・墓地に関する問題と
　取組への理解を求めます
㋒葬送関連事業者との連携による
　取組を進めます

札幌市火葬場・墓地に関する運営計画（第１次計画）の評価

【基本構想と運営計画の関連性】



葬送に関する行動をしている市民の割合
現状（2025年度）

54.5%
目標値（2030年度）

65.0%

第２章　第１次計画の評価 (本書P4～)

１ 市民の意識醸成

各分野の現状と問題点及び取組

38.6%（2021年度）⇒54.5％（2025年度） 評価 Ａ
「葬送に関する行動をしている市民の割合（目標値：50%）」成果指標

１次計画期間の主な取組

○葬送に対する
　市民ニーズの把握
○葬送に関する
　情報提供

第１次計画期間の主な成果 今後の課題

対話型イベントによる市民の声の収
集・深堀
火葬場・墓地の現況や市の取組に対
する市民の関心の高まりが見られた

市民が行動を起こすために
は時間をかけて継続的な取
組が必要

ワークショップ・終活セミナ
ー・シンポジウム・出前講座・
パネル展開催

2 多死社会に対応した火葬場

64分（2021年度）⇒23分（2024年度） 評価 Ａ
「火葬場入場前の車内待ち時間の抑制（目標値：30分以内）」成果指標

１次計画期間の主な取組

○里塚斎場の
　建替・改修手法
○火葬場予約システム
　の導入

○火葬場の運営手法
　の検討

第１次計画期間の主な成果 今後の課題

再整備手法の検討

火葬場予約システム
の導入

山口斎場第２期事業運営
手法決定事業者選定

複数の整備手法案を検討し、
メリット・デメリットを整理
予約制へ運用を変更し、入場等の
待ち時間の低減など運営を円滑化

山口斎場第２期PFI事業期間・
事業方式を決定

再整備に関する理解を
得る必要がある

－

山口斎場の、今後の設備更
新を伴う大規模改修の実施
方法・事業方式を検討する必
要がある

このほか、第１次計画期間中に「火葬場の広域利用についての協議」「火葬場料金制度の見直し」を実施済みであるほか、「友引開場」はR8年度中の実施に向け方向性を整理

3 少子高齢社会に対応した墓地

21%（2021年度）⇒10.2%（2024年度） 評価 Ａ
「無縁墓及び無縁化疑いの墓の割合（目標値：13%）」成果指標

１次計画期間の主な取組

○市営霊園及び旧設
　墓地の無縁墓への対応

○市営霊園の改修や
　機能の統廃合
○市営霊園の運営手法
○合葬墓の運用方法

A

B

１ 市民の意識醸成

C

D

E

F

G

H

I

J○旧設墓地の管理方法

第１次計画期間の主な成果 今後の課題

戸籍調査、手続勧奨の
通知文送付、
連絡を促す看板設置

管理事務所建替・新合葬墓
整備検討合葬墓運用方法
検討
施設健全度調査実施

戸籍調査、手続勧奨の
通知文送付、連絡を促す
看板設置

無縁化が疑われる墓の割合が約21%
（R2）から約10.2%（R6）に減少

無縁化が疑われる墓の
割合が減少

無縁化が疑われる墓の解消
と無縁化の未然防止に継続
して対応する必要がある

安定的な維持管理について
検討する必要がある

墓地需要の変化を踏まえた
墓地供給のあり方を検討する
必要がある
管理料徴収にあたり、市営霊
園の利便性の一層の向上を
図る必要がある

新合葬墓・里塚霊園管理事務所建替
に関する施設規模の整理
ライフスタイルの多様化を踏まえた
合葬墓の利用条件の整理
市営霊園改修箇所の整理

このほか、第１次計画期間中に「市営霊園の新たな管理料制度」を導入

成果指標
葬送に関する行動をしている20代及び30代の割合
現状（2025年度）

44.8％
目標値（2030年度）

60.0％

出典：インターネットアンケート調査（2025年度）

葬送に関する
行動 している

54.5%

していない
45.5% 行動して

いない理由

まだ準備する
必要はない
29.5%

どうしていいか
分からない
24.2%

時間・費用が
かかるから
23.2%

必要性を
感じないなど
8.4%

その他
14.7%

参加者
性別

男性
29名（23.8%）

女性
92名（75.4%）

回答しない
1名（0.8%）

参加者
年代

40代
8名

（6.6%） 50代
13名

（10.7%）

60代
33名

（27.0%）

80代以上
16名

（13.1%）

70代
51名（41.8%）

30代
1名（0.8%）

＜現状＞

葬送に対する市民ニーズの把握
•アンケート調査の実施
•ニーズの多様化に合わせた分析、施策への活用

葬送に関する情報発信・提供
•終活ネットワークの運営
•ターゲットを絞った企画、情報発信
　⇒ 比較的若い世代、男性を重点化
•火葬場、墓地等の抱える問題やあり方、制度等の周知

葬送に関する行動

終活ワークショップの参加者属性

出典：終活ワークショップ参加者アンケート（2024年度）

（第３章P．10～33、第４章P．34～60）

ガイドブック
終活
SHUKATSU
GUIDE BOOK

Presented by  SAPPORO CITY

これからを生きるための、終活のすべて

札幌市

終活ガイドブックの作成
市民が終活を進める際の参考
にしていただくため、令和7年
度の取組として、終活に関する
ポイントや相談先などをまとめ
た「終活ガイドブック」を作成し
ました。

回答数190（複数回答可）有効回答数312

有効回答数122有効回答数122



3 少子高齢社会に対応した墓地

成果指標
日平均火葬件数に対する

友引翌日の平均火葬件数の割合
現状（2024年度）

134.7％
目標値（2030年度）

117％

2 多死社会に対応した火葬場

＜現状＞

里塚斎場の建替・改修手法
•建替時期、場所、規模の選定
•会葬者の動線の交錯などの構造上の不具合の解消
•事業方式の決定
•整備計画の策定

山口斎場の大規模改修手法
•大規模改修手法の決定
•大規模改修とその後の運営手法の決定

火葬場の広域利用についての協議
•「火葬場の広域利用に関する検討会議」の開催
•北広島市、石狩市と、今後の２市の火葬場運営の
　方向性等個別に情報共有

残骨灰等の無害化処理
•残骨灰、集塵灰の計画的な無害化処理
•有価物引取収入の活用及び広報
•副葬品の制限に関する周知、啓発

市民ニーズに対応した墓地等供給の促進
•多様化する市民ニーズの把握
•墓地需要予測の実施
•民間墓地経営者との連携

民間墓地・納骨堂の供給・安定経営に向けた指導
•経営許可申請に対する厳格な審査
•安定経営に不安がある事業者への指導

新たな市営合葬墓の設置等
•平岸霊園の合同納骨塚の埋蔵可能数増加措置
•市営霊園内への新たな合葬墓の設置
　（R11年度供用開始を目標）
•利用条件の見直しと料金体系の検討

市営霊園墓地供給（再公募等）のあり方
•市営霊園の墓地供給のあり方の検討
•再公募等の実施

市営霊園及び旧設墓地の無縁墓への対応
•戸籍調査による現住所、縁故者の確認
•無縁墓への対応の整理、試行実施
•新たな無縁墓発生の予防

成果指標
無縁化疑いの墓及び無縁墓の割合

現状（2024年度）

10.2％
目標値（2030年度）

5.0％

市営霊園の運営・改修・機能の統廃合
•里塚霊園管理事務所の建替
•市営霊園の多面的な活用の模索
•指定管理者制度やPFI制度導入の検討

旧設墓地の管理方法
•未許可墓の解消
•維持管理方法や市民利用のあり方の方針決定

出典：札幌市

（件）

里塚斎場：市民 里塚斎場：市民以外 山口斎場：市民 山口斎場：市民以外

～2024：実績 2025～：予測
2054：32,792件（最大値）
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＜現状＞

札幌市内の墓所販売数・合葬墓の利用実績の推移
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